
レ
イ
コ
ウ
イ
ン

鐙
光
院

大
組
守
務
引
第
九
代

前
川
利
之
の
女
鈴
蜘
の
法
制
。
討
し
く
は
川
脚
光
院
良

相
妙
味
削
減

k

。

レ
イ
コ
ウ
ジ

鐙古同
寺

邸
主
川
大
仰
に
在
っ
て
、

提
宗
烈
振
に
印
す
る
。
山
製
は
制
光
山
。

レ
イ
サ
ン
ジ

密
山
寺

↓
り
ヨ
ウ
ゼ

y
ジ

舘

山
寺
。

レ
イ
シ
ユ
ウ
ギ
セ
ン

齢
州
義
宣

金
搾
町
制
宗

天
徳
院
十
六
代
の
住
持
。
文
化
イ
一
一
一
年
五
月
二
J
l

日

出M
m
悦
郷
陀
に
於
い
て
示
寂
。

レ
イ
シ
ョ
ウ

蜜

沼

河

北
端
附
倒
的
民
宗
来
板
山

念
寺
八
代

r芳
の
子
。
向
H
M
m
十
二
年
生
ま
る
。
氏
名

了
斑
。
施
政
二
年
削
来
院
部
師
の
門
に
入
り
、
九
年

擬
照
司
に
、
イ
年
四
日
司
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
化
元
年
父

隠
居
の
後
を
制
約
し
た
。
文
政
八
年
加
引
法
論
的
際

お
駅
み
方
の
首
底
と
し
て
本
版
寺
の
召
喚
を
受
け
、

穀
年
郎
等
、十
二
年
間
且
限
目
し
て
仰
H
M
M

胞
と
続

L
、

第
氷
五
年
八
月
四
日
九
Jt
一
依
で
寂
。

レ
イ
ジ
ヨ
ウ

鐙
披

提
出
話
京
振
の
例
。
能
殺
に

住
ま
れ
べ
後
能
史
出
品
帯
封
抑
制
仰
寺
に
位
し
た
。
夙
に

一一
自
白
民

-mに
入
っ
て
勉
叩
抑
制
仰
に
思
ぴ
、勉
助
一
刻
昔
、

才
名
一
時
に
m
m
し
か
っ
た
が
、
天
賦
顎
古
田
他
に
阿
附
一

せ
ざ
る
を
以
て
四
日
司
以
上
に
進
む
こ
と
を
得
な
か
っ

一

た
。
明
治
元
年
十
二
且
八
日
石
川
部
松
任
本
興
寺
の
一

寺
巾
妙
控
寺
に
在
っ
て
寂
。
享
年
八
十
。
同

H
六
年

一

拡
且
二
等
庁
間
を
附
ら
れ
た
。
そ
の
若
泊
帖
御
文
安
一

心
裂
性
酬
は
最
も
有
名
で
あ
る
。

一

レ
イ
シ
ョ
ウ
イ
ン

鐙
松
院

加
到
滞
引
第
五
代

一

前
川
綱
紀
の
子
製
の
法
蹴
。
詳
し
く
は
部
松
院
温
室
一

幼
勢
町
子
。

一

レ
イ
シ
ョ
ウ
イ
ン

同
盟
昭
院

大
型
寺
滞
需
第
五
一

代
前
川
利
滋
の
子
、
お
山
滞
中
山
第
九
代
前
川
利
幹
の

一

法
川
町
。
砕
し
く
は
越
間
院
即
日
中
日
邦
大
町
士
。

一

レ
イ
シ
ン
イ
ン

鐙
心
院

加

れ
滞
京
第
六
代
前

一

例
首
位
の

k
続
蜘
の
法
悦
。
許
L
〈
は
閉
山
心
院
当
初出一

妙
m
m
M
女。

一

レ
イ
ゼ
イ
h
F
メ

カ

ズ

冷
泉
箆
和
侭
服
の
子
。

一

大
永
の
以
父
と
H
ハ
に
下
っ
て
能
育
に
民
た
こ
と
は
、

一

冷
泉
伐
和
卿
鋭
に
、
大
永
六
年
五
且

H
一
日
能
州
七

一

レ
イ
パ
イ
イ
ン

密
梅
院

加
賀
滞
ヰ
第
コ
一
代
前

隠
城
市
山
左
衛
門
佐
一平
に
て
治
座
と
記
し
、『
分
ま
よ
一
回
刺円
高
の
側
室
で
、
五位
抽
局
と
い
は
れ
、
後
に
滞
佳

ふ
秋
の
野
も
せ
に
喝
虫
も
色
の
千
ぐ
さ
に
臨
み
だ
る

一
生
駒
直
方
に
録
し
た
も
の

弘
法
位。

ら
し
』
の
般
を
紋
せ
て
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る。

一

レ
イ
フ
歩

諮
服

(
一
〉
羽
服

l
滞
侯
が
神
前
の

レ
イ
ゼ
イ
hm
メ

ヒ

ロ

冷
泉
需
庇
父
は
以
一
位
。

一
祭
式
に
列
L
、
又
は
野
総
・賀
正
の
如
き
掛
合
に
は
、

正
二
位
術
大
納
百
に
一
世
h
h，、
永
社
医
師
自四
且
斗
』抗
日

一
籾
服
を
用
ひ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
の
時
は
衣
冠
取

引
附
出
世
し
て
宗
前
と
枕
し
た
。
こ
の
後
鳩
邸
は
京
協
の

一
帯
、
若
し
く
は
狩
衣
・
指
凶
・
風
折
烏
帽
子
を
用
ひ

雌
を
避
け
、
能
管
の
山川
山
即時
総
に
怒
り
て
七
賂
に
下

一
た
。
直
衣
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
務
付
は
白
肌
.
垢

・り
、
大
永
六
年
七
月
廿
三
日
そ
の
城
中
に
犯
じ
た
こ

一
で
、
太
万
は
之
を
鰐
し
、
或
は
小
姓
を
し
て
捧
げ
し

と
は
路
和
卿
集
に
見
え
る
。
同
に
郎
七
十
七
。
今
そ

一
め
た
。
諸
大
夫
で
は
、
大
紋
直
垂
・符
梨
子
む
烏
帽

の
凶
径
を
河
北
部
持
備
に
在
る
と
す
る
が
、
何
等
秘

一
子
、
そ
の
他
は
来
線
・
符
・折
烏
帽
子
、
又
は
布
衣
を

僚
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
↓
ヒ
ロ
ヅ
カ
断
塚
。
一
周
ひ
、
者
付
は
袋
斗
回
で
あ
る
。
安
政
以
降
で
は
、

レ
イ
セ
ン
ジ

翠
泉
寺

臨
時
都
七
賂
に
在
っ
て
、
一
務
政
の
緊
縮
方
到
に
伴
う
て
、
従
来
直
設
の
場
合
で

町
制
宗
に
闘
す
る
。
臨
永
十
九
年
総
待
寺
塔
間
前
川

一
も
、
長
上
下
と
な
り
、
誕
に
腕
上
下
と
な
り
、
政
斗

庖
無
抑
制
刷
用
の
訟
指
日
来
初
容
の
制
建
で
、
白
山
氏

一
目
も
磁
せ
ら
れ
て
服
紗
小
納
に
な
っ
た
o
靭
阪
の
喝

の
出
管
と
な
り
、
前
町
利
長
は
五
代
都
翁
に
寺
地
を

一
合
に
仲
間
・沓
持
が
随
ふ
時
は
八
箆
を
指
け
た
。

血(へ
、
元
利
七
年
に
は
刺
前
か
ら
寺
領
を
附
し
た
。

能
鷲
名
跡
志
に
、
前
倒
利
政
の
こ
と
を
い
う
た
約
き

に
、『
御
位
牌
等
は
御
r
円
程
加
の
間山口
援
円
北
部
寺
に
在

h
d
o
此
寺
は
寺
領
十
日
乱
石
七
斗
五
升
、山
同
地
七
百
八
J
l

一
一歩
、
高
に
直
し
三
石
二
斗
出
升
入
合
拝
観
あ
り
。
』

と
記

1
る
。
寺
厳
に
長
谷
川
信
春
叡
の
紙
本
淡
彩
J
l

六
即
融
制
凶
倒
入
輔
が
あ
る
。

レ
イ
セ
ン
ジ

窪
泉
寺

臥
主
制
輪
ぬ
の
う
ち
愉

島
崎
に
在
っ
て
、
間
前
宗
に
邸
L
、
元
利
三
年
銀
山

徐
芸
の
創
建
で
あ
る
。

レ
イ
h
F
イ
イ
ン

密
議
院

大
型
寺
滞
宅
第
三
代

前
凶
利
直
の
夫
人
裕
到
氏
の
法
統
。
詳
し
く
は
娘
以

院
本
先
妙
祭
大
紡
。

レ
イ
チ
ョ
ウ

鐙
長

税
外
恕
長
。

レ
イ
J
h
m
キ

摘
。

程

ノ

曲
川

↓
リ
ヨ
ウ

ノ
タ
キ

i謹

前
旧
民
壌
の
夫
人
有
山内氏
の
法
蹴
。
許
し
く
は
滋
鐙

院
間
室
妙
閉
山
大
川柳
。

レ
イ
ガ
ン
ジ

怨
含
寺

石

川

榔
上
安
川
に
在
っ

て
、
民
宗
東
訴
に
邸
J
3
る
。
も
と
滋
初
で
あ
っ
た
が
、

明
治
二
年
二
且
苛
川
町
公
判
榊
の
前
可
を
得
た
。

レ
イ
キ
ヨ
ウ

問
問
配
布
川
端
松
何
回叫
宗
一
米
糠
妙

市山寺
の
附
で
、
も
と
河ル出
掛
オ
川
明
到
寺
に
生
ま
れ

た
。
暢
投
開
問
と
似
し
、
お
れ
思
授
に
入
っ
て
由
日
前
に

進
み
、
安
政
六
年
六
月
七
日
寂
、
平
年
三
十
八
。

レ
イ
ゲ
ン
イ
ン

穣
源
院
七
日
市
務
中
山
第
六
代

前
川
利
却
の
法
獄
。
詳
し
〈
は
砲
抗
院
仁
宗
良
心
大

3
2
L
L

。

E
一一

レ
イ

↓
キ
ガ
イ
レ
イ
チ
ョ
ウ

(
=
一
)
略
装

l
士
人
の
略
酪
袋
付
、
一
一
山
役
以
上
は
悶
衣
・

符
、
平
士
は
羽
織
・
袴
で
、
粂
房
染
紋
打
刊
V
〈
は
色
紋

付
を
省
た
。
袴
の
地
問
日
は
紛
な
る
も
小
企
織
な
る
も

あ
っ
た
。

似
L
mm
巾
に
は
、
叫即日
凧
一公総

χ
は
附
布

・

誌
布
を
も
用
ひ
得
た
。
羽
織
の
地
慨
は
刑
制
二
猿
が
山
川

泊
E
、
魚
子
純
平
紺
も
出
則
せ
ら
れ
、
五
ヲ
所
紋
付

で
あ
っ
た
。

し
か
し
城
内
で
は
決
し
て
弱
齢
を
周
ひ

ろ
こ
と
な
〈
、
柏
町
役
以
上
の
者
は
、
宿
直
に
れ
っ

て
七
ァ
問
点
ゼ
泊
ぎ
れ
ば
之
を
お
た
o
紋
服
の
下
行
と

し
て
は
、
拠
地
・小
紋
又
は
仙
刷
物
を
用
ひ
た
。

m役

以
上
の
用
ひ
る

閥
次
・袴
は
、
線
上
下
と
も
い
ひ
、

同
次
と
習
泊
の
符
と
で
、
こ
の
場
合
の
着
付
は
脳
上

下
の
時
に
同
じ
い
。
安
政
以
降
刻
総
・袴
を
織
上
下

に
代
へ
、
そ
の
持
も
術
低
の
製
で
あ
る
べ
き
の
を
、

抽
柑
士
白
腕
か
ら
直
に
奄
M

叫す
る
者
の
艇
を
謀
っ
て
、
約一

雨
を
も
勺
附
し
た
0

.

一

(
二
〉泊
判的
砲
服

l
士
人
の
泊
九日山
間
服
は
老
凶
以
下
町

役
に
繁
る
ま
で
民
斗
阿
・長
上
下
、
年
士
は
成
斗
円
・

牢
上
下
、
父
山
閥
単
一
佳
節
に
は
服
紗
小
制

・
牢
上
下
な

活
け
た
。
上
下
の
地
引
は
龍
紋
の
如
き
紛
地
の
も
山

も
あ
る
が
、
破
設
の
お
合
に
は
特
に
脚
上
下
た
る
べ

き
こ
と
を
布
告
せ
ら
れ
、
そ
の
布
告
の
な
い
時
は
鮒

地
の
も
の
を
用
ひ
て
も
妨
が
な
か
っ
た
。

侃
L
滞
米

に
除
約
令
の
腿
渡
せ
ら
れ
て
か
ら
後
は
、
殆
ど
川
町
上

下
を
用
ひ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

上
下
の
紫
色
は
茶

小
紋
・
制
小
紋
等
も
あ
っ
た
が
、
融
版
は
慌
に
抽
出
H

山

小
紋
に
限
ら
れ
、
凶
本
の
際
特
に
川制
品
訟
を
用
ひ
る
こ

と
を
布
告
ぜ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
お
付
は
大
関
に

よ
ら
ざ
る
限
り
、
民
斗
門
に
代
へ
る
に
銑
関
染
五
刈

紋
加
の
小
釧
を
以
て
し
、
そ
の
仙
の
色
紋
付
は
附
裂

で
あ
っ
た
。
又
切
阪
を
命
ぜ
ら
れ
た
如
き
必
A
H
に

は
、
白
色
無
紋
の
上
ド
と
白
色
蛇
紋
の
桁
付
と
を
問川

ひ
た
。

九

一


